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オリンピック・パラリンピック基本方針推進調査 

（ユニバーサルデザインの社会づくりに向けた調査） 

試行プロジェクトの公募結果について 
 

平成 29 年２月 10 日 

内閣官房オリパラ事務局 
 
 

＜公募結果＞  

応募のあった事案に対し、審査委員会による審査を行い、４件

を試行プロジェクトとして実施することを決定。 

応募：２５件、採択：４件 

試行プロジェクト実施期間：2017 年 2 月 10 日～2月末 

 

 

＜参考＞ 

１．本調査の概要  

本調査は、ユニバーサルデザイン 2020 関係府省等連絡会議に

おける「ユニバーサルデザイン 2020 中間とりまとめ」を踏ま

え、ユニバーサルデザインの社会づくりに向けた先進的な取組を

試行プロジェクトとして実施することを通じ、これらを先進的な

事例として各地に取り組みを広げていくとともに、その効果・改

善点を調査分析することを目的とするもの。 

 （平成 28 年度第二次補正予算事業） 
 

試行プロジェクトは1件 500万円を上限。 

 

 

２．対象となる試行プロジェクト 

ユニバーサルデザイン 2020 中間とりまとめを踏まえ、共生社

会の実現に向け、国民の意識やそれに基づくコミュニケーション

等個人の行動に向けて働きかける取組やユニバーサルデザインの

街づくりを推進する取組に関する事業。 

中間とりまとめの各施策を具体化するための工夫が提示され、

先進性・普遍性・全国的な効果等が見込まれるもの。 

 
 



申請団体名 応募プロジェクト名 試行プロジェクト概要 条件等

特定非営利法人　障害平
等研修フォーラム

障害平等研修による「心のバリ
アフリー」推進に関する実態調
査

・障害者自身がファシリテーターとなり対話を通じた「発見」を積み重ね、社会
のなかにある様々な「障害」を見抜く力をつけていき障害を解決するための行
動を形成していくことを目的とする「障害平等研修」について、教員を対象とし
た研修の前後、過去の研修の参加者等に対する調査を行い、社会の障壁を
軽減するための行動にどれだけつながったかなど、当該研修の効果を検証す
る。

－

株式会社ミライロ
Ｂｒｅｍｅｎの調査隊　～障害者
当事者体験を通して心のバリ
アフリーを実践～

・誰もが口コミでバリアフリー情報を投稿でき、それを検索できるアプリケー
ションを活用し、参加者が障害のある当事者のレクチャーを受けながら街中
のバリアフリー情報を集めるイベントを実施し、心のバリアと情報のバリアを
解消しユニバーサルデザインの街づくりにつなげていく。

＜実施の条件＞
当該プロジェクトの成果・結果等について、プロジェ
クト実施者や特定の団体だけではなく、広く全国に
おける今後の取組にも活用していただけるものとす
ること。

＜審査委員会の附帯意見＞
効果検証の手法が障害当事者の視点が重視され
るものとなるようにするとともに、今後の当該アプリ
の精度向上につなげていただきたい。

特定非営利活動法人　日
本バリアフリー観光推進機
構

観光地のバリアフリー評価ツー
ルを用いたモデル評価・検証調
査

・観光地のバリアフリー情報の提供等を目的とした「バリアフリー評価指標」
（評価ツール）について、さらなる充実と利活用促進に向けて、課題の洗い出
し等を行うために、評価ツールを利用したモデル評価・検証調査を３地域（石
川県、奈良県、広島県）で行い、より具体的な評価ツールの内容の精査と、今
後に向けた課題を検証する。

＜実施の条件＞
当該プロジェクトの成果・結果等について、プロジェ
クト実施者や特定の団体だけではなく、広く全国に
おける今後の取組にも活用していただけるものとす
ること。

一般社団法人　コ・イノ
ベーション研究所

「こころのバリアフリー」教育・研
修プログラムに必要な評価基
準作成を目的とした事前調査
事業

こころのバリアフリーを目的とした教育、研修、体験プログラム、講演等の
様々な取組が行われているが、こういったプログラムの検証に関する調査研
究はまだ少なく、評価指標の開発を目指し、事例調査や専門家・関係団体・当
事者団体等への調査も行い、指標開発への指針をとりまとめる。

＜実施の条件＞
当該プロジェクトの成果・結果等について、プロジェ
クト実施者や特定の団体だけではなく、広く全国に
おける今後の取組にも活用していただけるものとす
ること。

ユニバーサルデザインの社会づくりに向けた調査　試行プロジェクト
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３ 

ユニバーサルデザインの社会づくりに向けた調査 

試行プロジェクト審査委員会 
 

 

●審査委員（学識経験者等６名（敬称略）） 

稲垣 具志（日本大学 理工学部 交通システム工学科 助教） 

田口 亜希（一般社団法人日本パラリンピアンズ協会 理事）  

座 長： 中野 泰志（慶應義塾大学 経済学部 教授） 

星加 良司（東京大学 大学院教育学研究科  

付属バリアフリー教育開発研究センター 専任講師） 

山崎 まゆみ（ＶＩＳＩＴ ＪＡＰＡＮ 大使） 

山崎 泰広（順天堂大学 医学部 非常勤講師） 

 


